
1 

富山で生まれた日本海学 

                  高岡高等学校  

                    越後 喜紀 

1 

日本海学とは 

• 環日本海地域と日本海をひとつの循環･共
生体系としてとらえ、長い歴史の中で繰り返
されてきた循環と共生のシステムに学び、
人間と自然とのかかわり、地域間の人間と
人間とのかかわりを総合学として研究する
もの 

2 

日本海学の3つの視点 

• 循環 環日本海地域が周期性をもった地球全  
体の自然環境システムの中で存在しているという

視点     

• 共生 環日本海地域における人間と自然との
共生、日本海を共有する地域間における人間と

人間との共生の視点     

• 日本海 環日本海地域において、日本海が果
たしてきた役割､意識を問い直し、これからの日
本海との関係をみつめる視点 

3 

「日本海」の視点 

海から陸地を眺めてみると？ 

環日本海地域において、日本海が果たしてきた役割､意識を問い直し、 

これからの日本海との関係をみつめる視点  

4 

日本海学の４つの分野 

 

１．環日本海の自然環境 

２．環日本海の交流 

３．環日本海の文化 

４．環日本海の危機と共生 

5 

日本海学を生んだ富山 

  1．日本海学研究フィールドとしての 

                 富山の自然環境 
 

   ・高度差4000mの海、川、里、山を結ぶ水の循環 

  ・豊かな森をはじめとする自然の恵みを受けた多
様な生物が生息する共生のシステム 

  ・日本海固有水（深層水）と対馬暖流が織り成す豊
饒の海、日本海に面する。 
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6 

富山の森･里･川･海の循環 

張勁「海と水」（総合地球環境学研究所 第１回地域セミナー基調報告）日本海学推進機構HP 7 

標高800～１２００ｍのブナ林 

有峰森林文化村 （日本海学 学生フィールド講座 森の部） （H20.8.7～8） 

8 

ブナ林の腐葉土 

日本海学 学生フィールド講座 森の部  

（H20.8.7～8） 
9 

腐葉土を分解する土壌動物の観察 

日本海学 学生フィールド講座 森の部  

（H20.8.7～8） 

10 

平内好子作成 

「土壌動物の検索図」 

 

11 

富山の森･里･川･海の循環 

張勁「海と水」（総合地球環境学研究所 第１回地域セミナー基調報告）日本海学推進機構HP 

10年から20年 
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12 

富山湾の生き物たち 

13 

日本海学を生んだ富山 

    ２．いつの時代も日本海に目が向いていた 
   先人たちの交流の歴史 
 

   ・古代（硬玉製大珠）・・・ヒスイの産地とヒスイロード 
  ・古代（四隅突出墳）・・・出雲と高志 
  ・中世（三津七湊）・・・西岩瀬、放生津 
  ・近世（北前船）・・・伏木、放生津、岩瀬、昆布ロード 
  ・近代（北洋漁業への進出、売薬の海外進出） 
  ・現代（環日本海施策）・・・対岸諸国との交易、交流 
                   

14 

弥生時代中期~終末期(~1700年前)の交流 
四隅突出墳・・・出雲と高志 

四隅突出型墳丘墓の略図 

出典：ｼﾞｭﾆｱ版日本海読本(角川書店) 

 

15 

中世の交流 
関東御免津軽船と放生津 

 

 

・北条氏のライセンスを得て、越前～越中～津軽
を航行していた廻船 
・越中の守護所が放生津にあった。 
・１３０６年「関東御免津軽船二十艘之内随一」の
「大船」を経営する「越中国大袋庄東放生津住人
沙弥本阿」が越前の三国湊で漂泊船だといって
船と荷物（鮭など）を押し取られた。鎌倉幕府に
訴えた。１３２０年に和解。 

       ～奈良興福寺大乗院「雑々引付」より～ 

16 

近世の交流 
北前船 

復元された北前船･辰悦（しんえつ）丸 

(寺岡造船(株)･寺岡義一） 

出典：ｼﾞｭﾆｱ版日本海読本(角川書店) 

高岡市伏木北前船資料館(旧秋元家) 

17 

北前船のルート 

出
典 

 

ジ
ュ
ニ
ア
版
日
本
海
読
本(

角
川
書
店) 
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18 

明治以降～第２次世界大戦 

・北洋漁業への進出 
  ・1880（明治13）年・・サガレン島出稼漁業者 

            寄合に新湊の北前船主が参加 

  ・大正期・・樺太～オホーツク海の租借漁区の 

        2割が富山 

  ・北海道の漁業開拓と富山・・羅臼町の7割が 

                    富山県人だった。 

・売薬の海外進出 
  ・１８８９（明治２２)年に朝鮮半島へ 
  ・その後、中国、ウラジオストクへ 

19 

第２次大戦後 

•日本海沿岸地域振興連盟の設立 

•日本海沿岸諸国との貿易の拡大 

•富山県と対岸諸国との友好提携 

 ・中国⇒     ・ロシア⇒     ・韓国⇒   

•北東アジア地域自治体連合（NEAR)への参
加 

•国連環境計画(UNEP)の北西太平洋地域海
行動計画(NOWPAP)の本部事務局の富山開
設 

遼寧省 沿海州 江原道 

20 

日本海学を生んだ富山 

３．通称「逆さ地図」に見られる柔軟な発想 
 

富
山
県
／
国
土
地
理
院
許
可
平
６
総
使
第
７
６
号 

21 

日本海学の４つの分野 

 

1.環日本海の自然環境 

2.環日本海の交流 

3.環日本海の文化 

4.環日本海の危機と共生 

22 

出
典 

 

ジ
ュ
ニ
ア
版
日
本
海
読
本(

角
川
書
店) 

１．環日本海の自然環境 

日
本
海
の
よ
う
す 

23 張勁「海と水」（総合地球環境学研究所 第１回地域セミナー基調報告）日本海学推進機構HP 
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24 富山県ＨＰより 

出典：ｼﾞｭﾆｱ版日本海読本(角川書店) 

25 
出典：ｼﾞｭﾆｱ版日本海読本(角川書店) 

世界の海洋大循環(海洋のﾍﾞﾙﾄｺﾝﾍﾞｱｰ) 

26 

http://zuuzuu.jugem.jp/?eid=405 

雪がもたらす豊かな自然 

http://plaza.rakuten.co.jp/oceanspirit  

日本海側に雪が降る
３つの要因 

対馬海流 

北西季節風 

   山脈 

http://tulip.web.infoseek.co.jp/himiiokkusu.htm  
27 

雪田 

風衝地 

28 

日本海学の４つの分野 

 

1.環日本海の自然環境 

2.環日本海の交流 

3.環日本海の文化 

4.環日本海の危機と共生 

29 

２．環日本海の交流・・①渤海使 

出
典
：
ジ
ュ
ニ
ア
版
日
本
海
読
本(

角
川
書
店) 

http://plaza.rakuten.co.jp/oceanspirit
http://tulip.web.infoseek.co.jp/himiiokkusu.htm
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30 

出
典 

 

ジ
ュ
ニ
ア
版
日
本
海
読
本(

角
川
書
店) 

渤海使節航路図（『越の海、波濤の道』〈北陸電力地域総合研究所〉（小嶋芳孝）より作成 31 

２．環日本海の交流・・②祇園祭と日本海 

出
典
： 

ジ
ュ
ニ
ア
版
日
本
海
読
本(

角
川
書
店) 

 

32 
出典：http://www4.ocn.ne.jp/~gensifu/santan.htm 

蝦夷錦（山丹服) 

33 
19世紀の北方交易ルート  出典：ジュニア版日本海読本(角川書店) 

34 

日本海学の４つの分野 

 

1.環日本海の自然環境 

2.環日本海の交流 

3.環日本海の文化 

4.環日本海の危機と共生 

35 

３．環日本海の文化 

日本や環日本海地域 ヨーロッパ・アメリカ 

・森林と豊かな自然が残る地域 ・森林を破壊してきた地域 

・自然を畏敬する、自然そのも
のが神であるといった自然観。 

・自然を征服する、自然は人
間がコントロールするという発
想で近代文明は展開。  ヒュ
ーマニズム＝人間中心主義 

一神教（ユダヤ教、キリスト教） 

・環日本海地域はアイヌ民族を
はじめ少数民族の宝庫。自然を
敬いながら自然とともに生活し
てきた。 
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36 

天台本覚論 

•天台密教の究極の理論 

•仏教と神道の総合された考え 

•中心思想・・・「草木国土悉皆成仏」 
          「山川草木悉皆成仏」 

•成仏の対象が、人間や動物ばかりではなく、
植物、鉱物にまで拡大されている。 

•食べて自分の体の栄養になるものを「お魚」
や「お野菜さん」などと呼んできた。 

 
37 

日本海学の４つの分野 

 

1.環日本海の自然環境 

2.環日本海の交流 

3.環日本海の文化 

4.環日本海の危機と共生 

38 

４．環日本海の危機と共生・・①海洋汚染 

出典：｢ナホトカ号重油流出事故から10年私たちは何を学んだか？｣ （金沢大学21世紀COEプログラム） 
39 

 

   ４つの海洋汚染 

 

１．船の事故によって漏れ出した原油や燃料などに
よる汚染（1997年：ナホトカ号の重油流出事故)。 

２．川や大気に含まれる化学物質による汚染(農薬な
ど) 

３．川や海に捨てられた生活排水や海洋ごみ（ポリタ
ンク、缶、ビン、ビニールくず）（船体の塗料） 

４．放射性廃棄物の不法投棄による汚染 

40 

海は、生態系を守る「青い森」 

 

• 大気中の40％のCO2 が海洋環境を通じて循環
している。 

• 海中の生き物が骨格を作るためには、アルカリ
性で他の汚染物質が含まれない海水が必要。 
産業革命始まりにはPH８．１６⇒８．０５に落ちて
いる。 

• 陸地の12％が保護地域だが、海洋環境では１％
にも満たない。 

• 肥料や汚水による「酸欠海域」が増えている。 
 

国連環境計画（ＵＮＥＰ）事務局長  

アヒム･シュタイナーの言葉 

41 

海洋環境に関する環日本海の協力体制 

• （１９７４）国連環境計画（UNEP）・・・｢閉鎖性海域の
沿岸国｣の海洋環境の保護と資源管理を目的に地
域海計画の作成を各国に呼びかける。 

• （１９９４）北西太平洋地域海行動計画（NOWPAP）
日本海と黄海を対象とした世界で１２番目の地域
海計画 

•具体的取り組み 

 ・海洋環境保護に関するデーターベースの作成、各国の海
洋環境保護に関する法律の調査、海洋環境調査、油汚染
などの海洋汚染に対する地域協力、広報活動など 
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42 

海洋環境に関する環日本海の協力体制 

NOWPAP本部事務局 
（RCU) 

 
 

 

地域活動センター 

DIN／RAC 

 

中国(北京) 
(国家環境保護総局) 

データー・情報 

ネットワーク 

地域活動センター 

CEA／RAC 

 

日本(富山) 
(環日本海環境協力センター) 

特殊モニタリングと 

沿岸環境評価 

地域活動センター 

MER／RAC 

 

韓国(テジョン) 
(船舶海洋高額研究員） 

海洋汚染時の 

緊急対応 

地域活動センター 

POM／RAC 

 

ロシア(ウラジオストク) 
(科学アカデミー) 

汚染モニタリング 

 

釜山事務所 富山事務所 2004年より本格稼動 

1997年設立 43 

４．環日本海の危機と共生・・②大気汚染 

 （ア）酸性雨・酸性雪 

 

• ｐｈ     以下の雨、雪。 

•中性は７．０、レモン4.5~4.9、日本では広く4．5

程度。自動車の排気ガス、対岸の石炭使用など
による硫黄酸化物、窒素酸化物が雨に混ざる。 

 

5．6 

44 

日本海側(射水市)の酸性雨・酸性雪のPH 

出典：日本海学叢書｢大陸から飛来する大気汚染と黄砂｣(渡辺幸一著) 

(富山県立大学短期大学部川上智規教授より提供のデーター) 45 

出典：日本海学叢書｢大陸から飛来する大気汚染と黄砂｣(渡辺幸一著) 

(富山県立大学短期大学部川上智規教授より提供のデーター) 

46 

４．環日本海の危機と共生・・②大気汚染 

  （イ）黄砂 
• 従来、黄河流域及び砂漠(タクラマカン・ゴビ)から

風によって砂塵が運ばれてくる自然現象であると
理解される。 

• 黄砂は単なる季節的な気象現象から、森林減少、
土地の劣化、砂漠化といった人為的影響による環
境問題としての認識が高まっている。 

• 近年では、その頻度と被害が甚大化しており、急速
に広がりつつある過放牧や農地転換による土地の
劣化等との関連性も指摘されている。 (以上環境省HP） 

• 炭酸カルシウムを含み、酸性雨に含まれる亜硫酸
ガスの酸を中和。鉄やリンが海に落ちて栄養を補
給する面もある。                            

47 

黄砂の視程調査（5カ国11自治体64団体） 
 

• 「北東アジア環境パートナー
ズフォーラムinとやま」が2007
年12月に富山で開催。 

• ｢とやま宣言｣の中で採択され
た調査。2009年からはじまり、
3月から5月まで行われた。 

• 富山、山形、鳥取3県の31団
体のうち、富山県が24団体。 

• 富大、国際大、県立大、工業
高専、中太閤山小学校など
の学校や企業や自治体。   

 

写真はNPEC北東アジア環境広場HP  
http://www.npec.or.jp/northeast_asia/kousa/japan/index.html 
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48 

４．環日本海の危機と共生・・③食料・水問題 

・日本の食料自給率(2007)⇒ ４０％（供給熱量ベース） 

・日本の食料品輸入相手国は？ 

｢ 

出典：青沼陽一郎著「食料植民地ニッポン｣ 49 

中国でおこっていること 

• 生活水準向上による
消費量の拡大 

• 農産物輸入量の倍増
（’02→’04） 

• 水産物の消費量の増
大（特に富裕層） 

• 中国がマグロの買い
付け 

小松正之著「これから食えなくなる魚」より 

50 

日本でおこっていること 

• 日本の漁場の縮小 
  他国200ｶｲﾘ内からの締出し  

• 漁業者の減少 
  109万人(1949)⇒22万人 

• 漁獲量の減少
1972~1988まで世界一
2004年には世界第6位   

• 「簡単に獲れる魚」より
「高く売れる魚」 

• 世界の高級マグロの8
割を食べる。 

• 外国に買い負けしてい
る日本の商社 小松正之著「これから食えなくなる魚」より 

51 

フード・マイレージ（食料輸送距離） 

単位・・食料輸入量（ｔ）×輸送距離（Km）＝t･Km  

国名 総量 国民一人当たり  

日本 9002億 800万  7093  

韓国 3171億6900万  6637  

アメリカ 2958億2100万  1051  

イギリス 1879億8600万  3195  

ドイツ 1717億5100万  2090  

フランス 1044億 700万  1738  

（農林水産省2001年試算） 

52 

•仮想水とは？ 

•牛肉１Kgで２0トン（飼料作物含む） 

•小麦１Kgで２トン 

•輸入農畜産物に換算・・年間約640億t（2000年データー） 

•日本人の水使用量・・・年間約140億t （2005年データー） 

                1人あたり年間116.8t  

 

水の膨大な輸入国ニッポン 

53 

牛丼一杯を作るのに2tの水 

稲から見つめる環日本海 人・風土・環境  稲から見つめる環日本海 人・風土・環境  

2007日本海学シンポジウム「稲から見つめる環日本海 人・風土・環境 」HPより 
                                 （基調講演佐藤洋一郎氏）    
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54 
環境省HPより 

約８００億ｍ3（環境省などの試算） 

55 

１．一方で、食の安全・安心を求める日本人 

 ・遺伝子組み換え作物 

– 大豆の日本の自給率は４％。７５％をアメリカから輸
入。アメリカでは作付面積全体の86％が遺伝子組
み換え大豆。 

– ｢遺伝子組み換えは使用していません｣のうそ。 

– 5％未満なら未使用表示も許される。 

・BSE(牛海綿状脳症) 

・鳥インフルエンザ 

・冷凍ギョーザ問題       

２．今後に向けて 

・日本の第1次産業(農林水産業)のみなおし 

・地産地消による地域の食料自給率の向上 

・農業ブーム？ 

熱しやすくさめやすい日本人 

56 

谷
口
正
次
著
「メ
タ
ル
・ウ
ォ
ー
ズ
」
よ
り 

（19種類） 

57 

４．環日本海の危機と共生・・④資源問題 

谷口正次著「メタルウォーズ」より 

58 
谷口正次著「メタルウォーズ」より 

59 

「メタル・ウォーズ」の時代 

• ＢＲＩＣｓ諸国の高度経済成長による需要増 
  鉄・・4倍、銅・・7倍、ニッケル・・17倍、ボーキサイト・・20倍 

                          （1995~2005年対比） 

•中国のメタル資源消費・・世界の25% 
  銅、鉄、鉛、亜鉛、ニッケル、アルミニウムの消費は世界一 

  しかし、１人あたり消費量（銅）は、U.S.A.の1/3、日本の1/4 

•資源の有限性と偏在性 

•国際資源メジャーの縄張りに参入する中国 

メタル資源価格の高騰の背景にあるもの 
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• 資源採掘 国際資源メジャー、資源保有国(中国など) 

• 原・燃料資源の調達 総合商社 

• 金属精錬 旧財閥系鉱山会社、マンモス企業（鉄鋼） 

• 部品製造    中小企業群 

• 製品製造・組立  大手ブランド企業  

 

日本の「ものづくり」体制 

｢消費者は神様｣    「川上」より｢川下｣が偉い 

川上 

川下 

おこぼれをついばむニワトリ 

62 

         
• 採掘準備のための樹木の伐採、表土の掘削、鉱脈に
いたるまでの剥岩、「ズリ」の処理、排水処理などにと
もなう水質汚濁・土壌汚染・土壌浸食 

• 選鉱(原鉱石から精鉱へ）工程での薬剤使用による
水質汚濁、生態系破壊 

• 精錬工程での砒素、硫黄などの有害物質の排出、使
用された化学薬品の処理不十分の場合の大気、水
質、土壌への汚染、生態系破壊 

ブラジルやインドネシア、パプアニューギニアの熱帯雨林など 

そこには自然と共生して暮らす人々も 

資源開発は自然破壊 

63 
Out of sight、 out of mind 

• 鉱物資源開発⇒発展途上国への依存度増大 

• 2030年代には依存度３０％超と予想 
  (ザンビア、コンゴ民主共和国、南アフリカ、チリ、ペルー、ブラジルの6カ国) 

• 先住民の生活する、さらなる奥地での開発 

• 自然環境破壊 

• 強制移住などの先住民の権利侵害 

• 児童労働・劣悪な労働条件 

• 政治・行政・軍の贈収賄による腐敗 

• 資源を資金源とする地域紛争 

64 

日本海学を通して 

  ・日本海および環日本海地域の自然、歴
史、文化（衣食住）は、 「日本海」 の恩恵
を受け、１つの「循環」・「共生」体系の中
で存在していることが確認できる。 

  ・ふるさと富山、日本、環日本海地域、地
球の自然環境を守り、住みよい地域にす
るために、一人ひとり、地域、国がどうい
う思想（考え）を持ち、行動していけばよ
いかを考えるきっかけとし、循環型社会･
共生する地域の知恵を共有したい。 

65 

日本海学 学生フィールド講座の紹介 
森の部 （有峰森林文化村）２００８．８．７～８ 
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72 
海の部 （富山商船高等専門学校の練習船「若潮丸」）

２００８．８．２８～２９ 
73 

74 75 

76 77 

海中プランクトンの採集 
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78 

海中プランクトンの観察 

79 

海中プランクトン 

80 81 

義経岩周辺での
磯の生物観察 

82 

富山商船高等専門学校ＨＰより 

83 
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